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研
究
目
的
　
道
と
川
は
都
市
に
お
け
る
重
要
な
交
流
空
間
で
、
都
市
に
お
け
る
道
は
、
そ
れ
に
連
な
る
辻
・
路
地
・
小
路
・
裏
路
そ
れ
ぞ
れ
に
一
つ
の
空
間
を
構
成
し
、
特
有
の
人
間
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
川
も
ま
た
水
の
流
れ
そ
の
も
の
と
と
も
に
土
手
や
橋
上
、
さ
ら
に
橋
下
が
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
交
流
機
能
を
も
つ
。
こ
う
し
た
道
と
川
の
諸
機
能
と
人
々
の
営
み
を
多
角
的
に
、
ま
た
構
造
的
に
捉
え
て
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
都
市
の
生
活
空
間
の
歴
史
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
特
に
以
下
の
検
討
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
く
。
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都
市
空
間
を
構
成
す
る
道
と
川
の
実
体
把
握
と
類
型
化
道
と
川
の
機
能
的
結
合
の
検
討
ハ
レ
と
ケ
の
生
活
と
道
と
川
の
か
か
わ
り
あ
い
都
市
生
活
に
お
け
る
陰
の
部
分
と
道
と
川
の
か
か
わ
り
あ
い
都
市
計
画
及
び
道
と
川
の
支
配
形
態
の
検
討
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研
究
実
施
状
況
平
成
二
年
度
　
平
成
二
年
七
月
二
〇
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
研
究
会
運
営
に
関
す
る
討
議
　
　
研
究
発
表
　
山
本
光
正
「
諸
国
人
の
見
た
京
都
」
　
平
成
二
年
九
月
八
日
　
現
地
調
査
　
　
東
京
都
北
区
王
子
稲
荷
・
飛
鳥
山
及
び
中
央
区
日
本
橋
周
辺
調
査
見
学
　
平
成
二
年
一
二
月
一
七
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
午
前
中
成
田
街
道
・
城
下
町
商
業
地
・
武
家
屋
敷
の
調
査
見
学
　
　
研
究
発
表
野
本
寛
一
　
「
大
井
川
の
流
通
性
と
遮
断
性
」
　
　
　
　
　
　
　
内
田
龍
哉
　
「
栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
」
　
平
成
三
年
一
月
二
日
⊥
二
日
　
現
地
調
査
　
　
大
阪
市
街
ミ
ナ
ミ
周
辺
・
黒
門
市
場
及
び
奈
良
市
街
町
会
所
の
調
査
見
学
　
平
成
三
年
度
　
　
平
成
三
年
九
月
六
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
研
究
発
表
　
岩
本
由
輝
　
　
「
北
陸
浄
土
宗
移
民
の
経
路
に
関
す
る
一
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
茂
弘
　
　
「
御
成
街
道
と
千
葉
御
茶
屋
御
殿
の
成
立
」
　
平
成
三
年
一
一
月
八
日
　
現
地
調
査
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
及
び
旧
千
葉
市
街
調
査
見
学
　
平
成
三
年
＝
月
九
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
研
究
発
表
　
波
多
野
純
　
　
「
上
水
と
職
人
」
　
　
　
　
　
　
岩
井
宏
實
　
　
「
大
和
川
を
め
ぐ
る
文
化
」
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
貴
　
　
「
江
戸
の
名
所
王
子
」
　
平
成
四
年
一
月
一
〇
日
ー
＝
一
日
　
現
地
調
査
　
　
山
形
県
鶴
岡
市
街
及
び
致
道
博
物
館
調
査
　
　
山
形
県
酒
田
市
街
の
変
遷
及
び
最
上
川
河
口
付
近
施
設
と
そ
の
機
能
に
関
す
る
　
　
調
査
　
平
成
四
年
度
　
平
成
四
年
四
月
一
二
日
ー
一
四
日
　
現
地
調
査
　
　
香
川
県
金
比
羅
の
門
前
町
・
信
徒
寄
進
石
造
物
・
同
社
所
蔵
資
料
の
調
査
見
学
　
平
成
四
年
一
〇
月
一
〇
日
ー
＝
日
　
現
地
調
査
　
　
静
岡
県
島
田
市
内
宿
駅
景
観
・
街
路
及
び
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
島
田
宿
の
　
　
調
査
検
討
、
市
立
博
物
館
・
焼
津
漁
港
の
調
査
見
学
　
平
成
五
年
三
月
一
二
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
研
究
発
表
　
朝
岡
　
康
二
　
　
「
沖
縄
に
お
け
る
マ
チ
に
つ
い
て
」
吉
岡
健
一
郎
　
「
江
戸
の
道
空
間
に
つ
い
て
」
野
堀
正
雄
　
　
　
「
職
人
絵
巻
に
つ
い
て
」
松
平
　
誠
　
　
　
「
道
川
海
を
め
ぐ
る
交
流
空
間
の
変
容
と
天
王
祭
」
研
究
成
果
の
概
要
と
反
省
　
本
共
同
研
究
は
、
本
館
に
お
け
る
研
究
発
表
会
と
各
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
研
究
発
表
会
は
、
各
研
究
者
が
す
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
を
元
に
し
て
、
「
道
と
川
」
と
の
関
係
か
ら
改
め
て
読
み
直
す
作
業
を
行
っ
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て
き
た
。
　
た
と
え
ば
、
岩
井
は
大
和
川
水
運
の
積
み
替
え
地
点
と
な
っ
た
亀
ノ
瀬
を
対
象
と
し
て
、
河
川
交
通
の
障
害
が
か
え
っ
て
交
易
拠
点
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
大
和
盆
地
と
大
阪
と
の
交
易
の
意
義
を
述
べ
、
さ
ら
に
大
和
川
掛
け
換
え
が
及
ぼ
し
た
広
範
囲
な
影
響
を
示
し
た
。
野
本
は
島
田
の
町
を
採
り
上
げ
て
、
大
井
川
と
島
田
宿
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
川
の
持
つ
諸
性
質
（
遮
断
・
接
続
そ
の
他
）
が
い
か
に
地
域
形
成
に
反
映
す
る
か
を
示
し
て
、
川
の
持
つ
地
域
性
形
成
に
対
す
る
多
様
な
影
響
を
分
析
的
に
示
し
た
。
一
方
、
加
藤
は
王
子
稲
荷
と
そ
の
参
拝
道
が
ど
の
よ
う
に
江
戸
の
遊
楽
に
結
び
つ
い
て
今
日
に
及
ん
だ
か
を
示
し
、
吉
原
は
江
戸
の
道
が
町
共
同
体
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
、
行
き
倒
れ
、
捨
て
子
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
た
、
橋
の
改
修
な
ど
の
負
担
の
あ
り
か
た
か
ら
示
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
武
家
屋
敷
の
取
扱
い
か
ら
、
近
世
都
市
の
解
釈
に
新
し
い
視
点
を
提
出
し
た
。
松
平
は
、
祭
の
変
容
を
通
し
て
宿
場
・
漁
師
町
・
河
口
で
あ
っ
た
品
川
が
近
世
・
明
治
時
代
以
後
の
い
わ
ゆ
る
近
代
化
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
道
・
川
・
海
と
の
関
係
を
変
え
て
行
っ
た
か
を
示
し
て
、
そ
れ
に
は
町
の
性
質
の
変
容
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
波
多
野
は
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
上
下
水
道
に
着
目
し
て
近
世
城
下
町
の
空
間
的
特
徴
を
抽
出
し
、
山
本
は
鍬
形
恵
斎
の
江
戸
図
の
分
析
か
ら
上
京
人
の
目
か
ら
見
た
江
戸
の
姿
を
推
測
し
た
。
ま
た
、
野
堀
は
「
天
保
四
年
物
売
集
」
を
用
い
て
道
を
商
い
歩
く
人
々
の
多
様
な
姿
を
示
し
て
、
道
が
持
つ
商
業
空
間
と
し
て
の
役
割
を
強
調
し
た
。
朝
岡
は
那
覇
の
都
市
形
成
と
そ
れ
以
後
の
マ
チ
の
成
立
に
つ
い
て
、
そ
の
商
業
慣
行
と
の
関
わ
り
か
ら
分
析
し
、
石
垣
四
箇
の
都
市
化
に
際
し
て
寄
留
民
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
研
究
発
表
に
平
行
し
て
行
わ
れ
た
現
地
研
究
は
、
個
別
の
発
表
に
関
連
す
る
地
域
を
実
見
し
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
性
格
の
異
な
っ
た
都
市
を
比
較
す
る
た
め
に
東
京
・
大
阪
・
奈
良
・
鶴
岡
・
酒
田
・
島
田
・
焼
津
・
丸
亀
な
ど
で
の
現
地
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
研
究
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
た
最
終
会
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
」
・
「
近
世
都
市
」
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
都
市
・
都
会
・
町
・
村
の
区
分
な
い
し
は
規
定
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
「
都
市
」
的
事
象
は
実
は
「
町
」
の
事
象
と
し
て
把
握
す
る
方
が
よ
い
と
い
う
意
見
、
近
代
化
な
い
し
は
現
代
化
を
都
市
化
と
捕
ら
え
る
社
会
学
の
方
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
今
後
の
都
市
研
究
に
と
っ
て
、
都
会
と
都
市
、
都
市
と
町
な
ど
の
区
別
が
問
題
と
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
概
念
規
定
は
そ
の
ま
ま
道
・
川
の
意
義
に
関
わ
り
、
交
流
空
間
の
問
題
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
都
市
研
究
は
、
都
市
を
規
定
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
と
そ
こ
で
の
人
間
存
在
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
の
か
を
考
察
し
た
そ
の
上
で
、
都
市
・
都
会
・
町
・
村
の
意
味
付
け
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
243
